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----- 議会活性化に関する調査研究部会 ----- ｐ．６

※紙面の都合上「ウォッチ・ザ・議会」と「議会の動き」、「編集後記」は次号へまわしました。

　　

特集

区長会との懇談会　８月２７日

各種団体長との懇談会１０月８日

二つの二つの二つの二つの二つの

懇談会が懇談会が懇談会が懇談会が懇談会が

開かれました開かれました開かれました開かれました開かれました



議会だより 第７号２００２年１１月 (2)

(2)

総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会
　

９９９９９月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会ののののの委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告

総
務
文
教
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
標
記
の
議
案
に
つ

い
て
、
委
員
会
審
査
に
お

い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
を

中
心
に
報
告
し
ま
す
。

１
３
年
度
決
算
に
つ
い
て

歳
入

　

町
税
は
前
年
比
３
．
６

％
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
地
方
交
付
税
が
１

億
４
千
万
円
余
減
額
に

な
っ
た
た
め
、
今
後
の
地

方
交
付
税
の
見
通
し
に
つ

い
て
議
論
が
集
中
し
ま
し

た
。
特
に
市
町
村
合
併
と

の
関
連
で
、
合
併
し
た
場

合
と
し
な
い
場
合
の
地
方

交
付
税
の
見
通
し
に
つ
い

て
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の

間
５
％
程
度
の
減
額
に

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
同

程
度
の
減
額
が
見
込
ま
れ

る
が
な
お
不
透
明
で
あ
る

こ
と
、
合
併
し
な
か
っ
た

場
合
に
関
し
て
は
、
国
の

方
針
が
明
確
で
な
い
た
め

試
算
が
困
難
で
あ
る
と
の

理
事
者
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
な
ん
ら
か
の
試

算
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

滞
納
金
処
理
に
つ
い
て
は
、

法
的
手
段
を
用
い
て
も
解

決
し
て
い
く
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

歳
出

　

不
執
行
額
が
多
か
っ
た

科
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
が
、
予
算
の
効
率
的

な
執
行
に
努
め
た
結
果
と

認
定
し
ま
し
た
。

　

新
町
工
業
団
地
の
道
路

敷
地
取
得
費
と
し
て
３
千

万
円
の
支
出
が
あ
る
が
、

今
後
の
財
政
負
担
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
要
望
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｔ
関
連
の
施
設
が

増
加
し
て
い
る
な
か
で
、

そ
れ
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
現
状
の
体
制
で

十
分
で
あ
る
か
、
費
用
的

に
は
ど
の
よ
う
な
見
通
し

か
、
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
早
急
に
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

新
し
く
設
置
さ
れ
た
危
機

管
理
係
の
活
動
実
態
が
、

複
数
の
業
務
と
の
兼
務
体

制
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
必

ず
し
も
十
分
で
な
い
の
で

今
後
の
充
実
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
た
学
校

評
議
員
制
度
の
実
績
、
耐

震
工
事
の
状
況
特
に
最
近

問
題
化
し
て
い
る
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
問
題
な
ど
に
つ
い

て
対
応
等
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
は
万
全
の
対
策

を
要
望
し
ま
し
た
。
学
校

図
書
館
の
図
書
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
町
図
書
館
と

の
一
体
化
を
は
か
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
で
は
、
同
和

対
策
費
の
見
直
し
、
青
少

年
健
全
育
成
関
係
役
員
の

見
直
し
、
埋
蔵
文
化
財
発

掘
後
の
資
料
保
管
の
あ
り

か
た
、
運
動
施
設
の
照
明

設
備
の
更
新
等
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
改
善
を
要
望
し

ま
し
た
。

辰
野
町
地
震
災
害
警
戒
本

部
条
例
に
つ
い
て

本
条
例
は
東
海
地
震
に
か

か
る
地
震
防
災
強
化
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

た
町
の
地
震
災
害
警
戒
本

部
を
設
置
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。
原
案
ど
お
り
可

と
し
ま
し
た
。

私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅

公
費
助
成
に
関
す
る
陳
情

に
つ
い
て

私
立
高
校
へ
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
が
学
校

運
営
に
直
接
助
成
し
、
町

は
、
保
護
者
に
対
し
、
年

額
１
万
１
千
円
の
助
成
を

お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、

学
校
へ
の
助
成
、
保
護
者

へ
の
助
成
の
増
額
、
国
へ

の
同
趣
旨
の
意
見
書
送
付

を
も
と
め
る
陳
情
内
容
で

す
。
町
が
学
校
に
直
接
助

成
す
る
こ
と
は
困
難
と
判

断
し
、
そ
の
部
分
を
除
外

し
て
採
択
と
し
ま
し
た
。

平成１３年度　辰野町一般会計決算

　歳入全部

　歳出の内　１議会費　２消防費　３民生費の内童話対策費　９消防費

　　　　　　１０教育費　１２交公債費　１４予備費

辰野町有線放送特別会計決算

議案２０号　辰野町地震災害警戒本部条例制定

陳情１５号　私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書



(3) 第７号 議会だより ２００２年１１月

(3)

平成１３年度　辰野町一般会計決算

　歳出の内　３民生費　同和対策費を除く　

　　　　　　４衛生費　水道費を除く

辰野町国民健康保険特別会計決算

辰野町国民健康保険第一診療所特別会計決算

辰野町国民健康保険川島診療所特別会計決算

辰野町老人保健医療特別会計決算

町営辰野総合病院事業特別会計決算

辰野町介護老人保健施設特別会計決算

辰野町介護保険特別会計決算

社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉常任委員会常任委員会常任委員会常任委員会常任委員会
　

常
任
委
員

会
の
審
議
と

各
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
意

見

を

列

挙

し
、
皆
様
か

ら
も
ご
意
見

を
お
寄
せ
戴

き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

「「「「「
一一一一一
般般般般般
会会会会会
計計計計計

決決決決決
算算算算算｣｣｣｣｣

で
は
「
民
生

費
」
と
「
衛
生

費
」
で
す
。

民
生
費
の
総
額
は
一
八
億

円
弱
で
歳
出
の
一
八
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

＊
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ぬ
く
も
り
の
里
」
の
光
熱

費
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
約
二
千
万
円
で
、

福
祉
事
業
に
貸
与
部
分
の

賃
貸
料
が
実
態
に
即
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。

＊
共
同
作
業
所
の
入
所
者

は
一
五
名
の
定
員
い
っ
ぱ

い
で
余
裕
が
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
作
業
所

の
仕
事
が
景
気
の
影
響
も

あ
り
種
類
、
量
と
も
少
な

く
な
っ
て
お
り
発
想
を
変

え
た
取
組
み
も
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

＊
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
町
社
協
の

「
ミ
ニ
デ
ィ
」
が
二
十
人
近

く
な
り
、
機
能
改
善
訓
練

室
と
も
手
狭
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
有
り
ま
し

た
。
小
野
に
出
来
る
新
施

設
で
の
展
開
も
考
え
て
い

る
と
の
事
で
す
。
高
齢
者

い
こ
い
サ
ロ
ン
の
管
理
と

需
要
費
分
担
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

衛
生
費
の
排
出
物
検
査

委
託
料
一
五
五
万
円
は
製

紙
会
社
に
つ
い
て
で
あ

り
、
結
果
に
つ
い
て
一
層

の
情
報
公
開
を
望
み
ま

す
。

　

診
療
所
費
の
両
小
野
病

院
負
担
金
は
、
関
係
者
の

努
力
に
よ
り
経
営
が
改
善

さ
れ
て
、
二
千
万
円
減
の

四
三
二
三
万
円
で
し
た
。

健
康
診
査
費
が
六
百
万
円

増
え
た
原
因
は
、
肝
炎
と

胃
集
検
の
検
査
に
よ
り
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
の
増
加
等

に
よ
り
、
医
療
費
と
介
護

保
険
の
財
政
が
一
層
厳
し

く
な
り
ま
す
。
「
予
防
医

療
」
に
更
に
努
力
し
元
気

で
幸
せ
な
高
齢
社
会
と
財

政
の
健
全
性
の
確
保
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
も
地
域
で
支
え

合
え
る
真
の「
地
区
社
協
」

が
、
住
民
の
内
な
る
力
を

拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
立
ち

上
が
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福

祉
協
議
会
を
、
民
間
組
織

に
ふ
さ
わ
し
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
有
り

ま
し
た
。

清
掃
費
は
、
十
一
億
円

弱
で
一
般
会
計
の
十
一
％

を
超
え
て
お
り
ま
す
。

＊
し
尿
処
理
費
は
三
市
町

で
運
営
す
る
湖
北
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
負
担
金
八
千
七

百
万
円
余
で
す
が
、
辰
野

町
の
投
入
量
は
五
七
・
五

％
で
あ
り
、
下
水
道
の
普

及
に
と
も
な
い
運
営
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

＊
小
野
の
「
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
た
つ
の
」
は
、
上

伊
那
広
域
へ
の
移
管
に
伴

い
、
地
元
の
ご
理
解
も
戴

き
一
時
的
に
町
外
の
焼
却

物
も
投
入
さ
れ
ま
す
。
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
対
策
は
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
取
り
付
け
に

七
・
五
億
円
な
ど
巨
費
を

か
け
工
事
完
了
し
ま
し
た

が
、
移
管
に
伴
う
費
用
は

「
広
域
行
政
事
務
組
合
」
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

｢｢｢｢｢

七七七七七
つつつつつ
ののののの
特特特特特
別別別別別
会会会会会
計計計計計
ののののの
審審審審審

査査査査査
ににににに
つつつつつ
いいいいい
ててててて
。。。。。｣｣｣｣｣

＊
国
民
健
康
保
険
の
歳
出

の
伸
び
で
療
養
諸
費
十
％

余
、
高
額
療
養
費
三
三
％

余
と
依
然
伸
び
続
け
て
い

る
事
が
気
が
か
り
で
あ
り

ま
す
。

＊
第
一
診
療
所
・
川
島
診

療
所
は
、
高
齢
化
を
反
映

し
て
受
診
件
数
が
増
え
て

お
り
ま
す
。

＊
老
人
保
健
医
療
の
対
象

者
は
四
〇
三
五
人
に
増

え
、
支
払
医
療
諸
費
は
、

三
・
七
％
増
の
二
二
・
七

億
円
で
し
た
。

＊
辰
野
総
合
病
院
会
計
は

医
師
一
五
名
を
含
む
職
員

一
四
八
名
の
体
制
で
、
他

会
計
か
ら
の
繰
入
が
あ
り

ま
す
が
一
八
〇
○
万
円
余

の
黒
字
と
し
、
累
積
の
欠

損
金
は
一
五
五
万
円
弱
ま

で
圧
縮
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
増
改
築
計
画
の
実

現
に
向
け
、
利
用
者
の
意

見
を
吸
収
し
、
更
に
頼
り

に
な
る
地
域
医
療
の
セ
ン

タ
ー
と
な
る
様
期
待
い
た

し
ま
す
。

＊
福
寿
苑
の
利
用
者
は
急

速
に
増
加
し
、
一
日
平
均

四
七
・
七
人
で
あ
り
、
最

近
は
満
床
状
態
の
上
、
待

機
者
も
抱
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活

動
も
期
待
し
ま
す
。

＊
介
護
保
険
特
別
会
計

は
、
収
支
と
も
三
割
余
増

加
し
、
繰
越
し
は
四
二
四

九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

９９９９９月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会ののののの委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告



議会だより 第７号２００２年１１月 (4)

(4)

平成１３年度　辰野町一般会計決算

　歳出の内　４衛生費の内水道費　６農林水産業費

　　　　　　７商工費　８土木費　１１災害復旧費

辰野町上水道事業会計決算

辰野町簡易水道特別会計決算

辰野町小野簡易水道特別会計決算

辰野町公共下水道特別会計決算

辰野町特定環境保全公共下水道特別会計決算

辰野町辰野町農業集落排水処理施設特別会計決算

経済建設常任委員会経済建設常任委員会経済建設常任委員会経済建設常任委員会経済建設常任委員会
９９９９９月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会ののののの委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
平
成
十
三
年
度

一
般
会
計
及
び
一
企
業
会

計
と
五
特
別
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
、
紙
面
の
都
合

上
、
委
員
会
審
査
に
お
い

て
論
議
さ
れ
た
事
を
中
心

に
報
告
し
ま
す
。

農農農農農
林林林林林
水水水水水
産産産産産
業業業業業
費費費費費

◆
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
関
し
て
、
畜
産
農

家
の
相
次
ぐ
廃
業
に
伴

い
、
近
い
将
来
は
日
量
二

ト
ン
の
製
造
能
力
を
生
か

し
き
れ
な
く
な
り
、
現
在

の
赤
字
が
さ
ら
に
増
大
す

る
可
能
性
か
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

有
機
農
業
の
奨
励
と
農

村
環
境
保
全
の
た
め
に
、

他
地
区
の
牛
糞
、
農
集
排

の
汚
泥
、
病
院
や
学
校
等

の
公
共
施
設
や
大
規
模
事

業
所
の
生
ゴ
ミ
の
受
け
入

れ
に
関
し
て
、
地
元
の
協

力
と
承
諾
を
得
る
努
力
を

要
望
し
ま
し
た
。

◆
県
営
射
撃
場
関
連
で
、

年
二
回
実
施
の
山
寺
川
の

水
質
定
期
検
査
の
結
果
、

鉛
含
有
量
は
環
境
基
準
値

以
下
で
あ
り
、
ま
っ
た
く

問
題
は
な
い
と
の
見
解
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
、
鉛
は
雨
水
で
は

溶
け
な
い
も
の
の
、
酸
性

雨
で
は
溶
け
出
し
他
県
で

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
鉛
弾
か
ら

鉄
弾
へ
の
転
換
を
県
や
射

撃
愛
好
者
に
要
請
し
、
鉛

弾
の
除
去
や
水
質
検
査
等

の
監
視
強
化
を
要
望
し
ま

し
た
。

商商商商商　　　　　

工工工工工　　　　　

費費費費費

◆
不
況
対
策
の
た
め
に
実

施
し
た
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
は
経
済
効
果
一
億
円

を
創
出
し
、
お
お
む
ね
成

功
で
あ
っ
た
と
評
価
し
ま

す
。
今
後
、
一
般
財
源
を

投
入
し
同
様
な
企
画
を
実

施
す
る
場
合
、
今
回
の
反

省
を
基
に
、
実
施
期
間
や

実
施
内
容
を
さ
ら
に
煮
詰

め
、
沈
滞
し
て
い
る
商
業

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。　
　
　

◆
商
店
街
の
駐
車
場
補
助

金
は
地
代
と
光
熱
水
費
の

半
額
を
補
助
し
て
ま
す

が
、
駅
前
駐
車
場
、
中
央

高
速
バ
ス
利
用
者
駐
車
場

と
共
に
、
受
益
者
負
担
の

原
則
、
公
平
公
正
の
原
則

の
観
点
か
ら
、
そ
し
て
町

財
政
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
、
有
料
化
を
検
討
す
る

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

駐
車
場
の
利
用
状
況

と
利
用
内
容
及
び
費
用
対

効
果
の
調
査
分
析
を
要
望

し
ま
し
た
。

土土土土土　　　　　

木木木木木　　　　　

費費費費費

◆
各
区
か
ら
の
申
請
一
七

五
ヶ
所
の
う
ち
一
九
ヶ
所

の
道
路
新
設
改
良
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
予
算
で
効

率
的
か
つ
有
効
な
道
路
整

備
を
進
め
る
に
は
、
各
区

の
要
望
を
尊
重
す
る
こ
と

は
当
然
な
が
ら
、
町
全
体

を
見
据
え
て
、通
行
頻
度
、

重
要
度
、
緊
急
度
、
安
全

度
等
を
考
慮
し
た
、
町
主

体
の
選
択
基
準
に
よ
る
道

路
整
備
の
必
要
性
が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

上上上上上
下下下下下
水水水水水
道道道道道
関関関関関
連連連連連
費費費費費

◆
上
水
道
会
計
に
お
い

て
、
不
況
に
よ
る
水
道
水

の
需
要
低
下
に
ハ
ナ
マ
ル

キ
移
転
が
拍
車
を
か
け
、

職
員
一
名
減
で
や
っ
と
黒

字
計
上
に
な
り
ま
し
た
。

　

料
金
改
定
以
来
五
年
が

経
過
し
、
本
年
の
実
績
に

よ
っ
て
は
値
上
げ
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳

し
い
状
況
で
す
。　
　
　

　

善
良
な
納
税
者
に
負
担

を
掛
け
る
遠
因
と
な
っ
て

い
る
水
道
料
金
未
納
者
に

対
し
て
は
、
法
的
処
置
等

の
強
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
も
終

盤
を
迎
え
、
予
定
で
は
十

七
年
、
早
け
れ
ば
十
六
年

に
は
、
辰
野
駅
前
地
区
を

除
い
た
辰
野
全
地
区
の
事

業
を
終
了
す
る
よ
う
で

す
。
今
後
は
水
洗
化
率
の

向
上
に
向
け
て
、
接
続
困

難
箇
所
解
消
を
要
望
し
ま

し
た
。
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1

市町村合併に関する市町村合併に関する市町村合併に関する市町村合併に関する市町村合併に関する
        調査研究部会

特集特集特集特集特集

検討委員会検討委員会検討委員会検討委員会検討委員会ののののの中間報告中間報告中間報告中間報告中間報告
１１１１１

　今回は市町村合併問題の進捗状況について、紙面の都合上、概略になりますが報告します。

国の政策国の政策国の政策国の政策国の政策

昭和４０年に「市町村の合併の特例に関する法律」

が制定されました。

その後、昭和５０年、６０年、平成７年にそれぞ

れ１０年間の期限延長がされています。しかし、特

段の進展がないままに推移してきました。

そこで国は、地方分権の推進・少子高齢社会への

対応・行財政基盤の強化に向けて、自主的な市町村

の合併を積極的に推進するために、平成１１年に市

町村合併特例法を改正し、合併特例債の創設等様々

な支援策を打ち出しました。

県の動向県の動向県の動向県の動向県の動向

　県は国の方針を受けて、平成１２年に「長野県市

町村合併推進要綱」を策定し、積極的な支援体制の

整備を進めてきました。

　現在、県内八地域（２５市町村）で法定・任意合

併協議会が設置され、さらに四地域（１９市町村）

が年内に協議会設置を予定しており、合併への取り

組みが一気に加速しています。

しかし、田中康夫知事は「国主導の合併と一線を

画し、自治体のあり方の長野モデルを策定する」と

の意向を示唆しています。

上伊那広域の動き上伊那広域の動き上伊那広域の動き上伊那広域の動き上伊那広域の動き

　上伊那広域連合では、平成１３年１１月に「市町

村合併問題研究会」を設置し、「みんなで考える市

町村合併　その１・その２・その３」のパンフレッ

トを作成し、各市町村を通じて全戸配布しました。

　それに先行して上伊那南部（駒ヶ根・宮田・飯島・

中川）の四市町村では、平成１３年６月には「合併

研究連絡会」を組織して、独自の道を模索していま

す。

　合併論議が遅々として進まない現状に危惧を抱

いた上伊那北・東部（伊那・辰野・箕輪・南箕

輪・高遠・長谷）の六市町村議会は、本年６月１０

日に「合併問題連絡協議会」を組織し、８月１９日

に首長に対して市町村合併問題ついて、是非も含め

た具体的検討を進めるために、任意合併協議会の早

期設置を強く働きかけました。

これを受けて９月２６日には、担当課長による合

併問題打ち合わせ会議が開催され、「市町村合併問題

調査研究室」の設置が合意され、９月３０日には、市

町村長会談で１１月１日の発足が確認されました。

町の取り組み町の取り組み町の取り組み町の取り組み町の取り組み

７月末に３日をかけて、町内を８ブロックに分け

て、上伊那広域連合作成のパンフレットを説明資料

に「第１回市町村合併地区懇談会」を開催しました。

町民の参加人数も少なく、町民の合併問題への関

心が薄い実態が示されました。

　第２回の住民懇談会には、庁内の市町村合併問題

検討委員会作成による、町独自の説明資料をもって

臨むようです。

　９月議会において、矢ヶ崎克彦町長は、合併問題

に関して、辰野町の特殊事情により白紙の状態では

あるものの、任意合併協議会には参加する、と態度

を明確にしました。

議会の対応議会の対応議会の対応議会の対応議会の対応

本年４月１６日に、全議員参加による「合併問題等

検討委員会」を立ち上げました。

市町村合併調査研究部会では、六市町村議会の合

併問題連絡協議会の動向に慎重に対処し、庁内の合

併問題検討委員会と連携を密にしながら（９月１９

日には第１回町と議会との懇談会開催）、町民の皆さ

んが合併の是非を判断するために必要な各種情報の

提供に努力しています。
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議会活性化に関する議会活性化に関する議会活性化に関する議会活性化に関する議会活性化に関する
        調査研究部会

特集特集特集特集特集

２２２２２

検討委員会検討委員会検討委員会検討委員会検討委員会ののののの中間報告中間報告中間報告中間報告中間報告

議会活性化につき、主に研究議論して来ている進行状況を報告いたします。

議員定数については、全国的に見て減員方向にあ

ることは否定できない。部会で出ている意見は次

の通りです。

１、地理的に分散している（小野、川島、小横

川、上野等）。

２、特別会計、一部事務組合、審議会等が類似

町より多い。

３、委員会として十分な審議を尽くすには定数

減につき慎重を期する（現在３委員会あ

る）。

４、減員するとしても１８人が限度（１委員会

６名×３委員会）。

区長会との懇談会について

　去る８／２７午後３時より区長会（区長１６名

出席）と全議員により、議員定数、合併問題につ

き意見交換が為される。

　先ず冒頭、部会長が議員の益々の資質向上が大

前提であることを述べながら議員定数問題につき、

当議会の現状を予め配布の資料に基づき近隣類似

町との比較を交えて説明しました。

　各区長からの私見として出された意見は次のと

おりです。

１、定数については議会自らが考えるのが本旨。

２、三委員会を二委員会にしても良い。

３、審議会、特別会計の多さは是正可能。

４、何よりも合併問題を優先して考えるべきで

定数につき今議論するのはどうか？

各種団体長との懇談会について

　去る１０月８日午後７時より各種団体長（約

２０名出席）と全議員により議会活動、議会広報

「議会だより」、審議会、委員会等への議員の係わ

り方、議員定数等につき、意見交換が為される。

出された意見の主なものは次のとおりです。

１、女性議員が数多く出て欲しい。

２、審議会等への出席手当は減額或いは廃しす

べき。

３、福祉につき議会とどう係われば良いかわか

らない。

４、休日、夜間議会を開催して欲しい。

５、背広を脱いで色々な団体に顔を出して欲し

い。

６、子育て支援センターが欲しい。

７、議員が十分活動に専念出来るよう歳費等上

げるべき。

８、議員定数は、１０人中９人が減員に賛成の

状況にある。

９、安易に議員定数を減らすべきでない。各種

各層の意見反映が必要。

　以上報告致しましたが、区長会及び各種団体長

の皆様のご意見を十分参考とさせて戴きながら、

辰野町としての適正議員定数については純粋客観

的に判断し１１月２０日までに結論を出していく

予定であります。


